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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成26年8月7日(2014.8.7)

【公開番号】特開2013-718(P2013-718A)
【公開日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2011-137338(P2011-137338)
【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ  11/14     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   3/28     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ  11/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ  11/14    ＺＡＢＢ
   Ｃ０２Ｆ  11/14    　　　Ｅ
   Ｃ０２Ｆ   3/28    　　　Ａ
   Ｃ０２Ｆ  11/04    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月19日(2014.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、以下に示す手段により上記課題を解決することができた。
（１）嫌気性処理工程を組み入れた有機性廃水又は汚泥処理方法であり、
　該嫌気性処理工程において汚泥中に発生するリン酸マグネシウムアンモニウムを系外に
取り出すリン酸マグネシウムアンモニウム分離工程と、
　該リン酸マグネシウムアンモニウム分離工程において汚泥中に分散するリン酸マグネシ
ウムアンモニウム粒子の一部を除去した後のリン酸マグネシウムアンモニウム脱離汚泥に
対する汚泥減量化工程と、を含み、
　該汚泥減量化工程は、濃縮工程と脱水工程で構成され、
　該濃縮工程は該リン酸マグネシウムアンモニウム脱離汚泥に対して凝集処理を施したも
のを濃縮して、濃縮汚泥と分離水を調製する工程であり、
　該脱水工程は該濃縮汚泥に対して無機凝集剤を添加したものを脱水し、脱水ケーキと脱
水ろ液を調製する工程である、
　有機性廃水及び汚泥の処理方法であり、好ましくは、
　処理対象汚泥中に存在する２５μｍ未満のリン酸マグネシウムアンモニウム粒子（以下
、微細ＭＡＰ粒子と呼ぶ）由来のリン含有量が該汚泥全体のリン含有量の５％以上である
汚泥を処理対象とし、該リン酸マグネシウムアンモニウム分離工程において分離したリン
酸マグネシウムアンモニウム濃縮懸濁液に対してマグネシウムイオンを含む溶液を混合又
は接触させるリン酸マグネシウムアンモニウム－マグネシウム溶液接触工程、及び該リン
酸マグネシウムアンモニウム－マグネシウム溶液接触工程後の該リン酸マグネシウムアン
モニウム濃縮懸濁液を含む液体からリン酸マグネシウムアンモニウム粒子を回収する工程
を含む。
(２)有機性廃水又は汚泥処理システムの構成装置として、嫌気性消化反応槽と、該嫌気性
消化反応槽から排出された汚泥又は該嫌気性消化反応槽内の汚泥中の粒子由来であるリン
酸マグネシウムアンモニウム粒子を濃縮分離する固液分離装置と、該汚泥から該粒子を分
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離後の粒子脱離汚泥に対して濃縮処理を行い、濃縮汚泥と分離水を調製する機構を有し、
該濃縮処理後の濃縮汚泥に対して無機凝集剤を添加する機構を有し、かつ無機凝集剤を添
加後の汚泥に対して脱水処理を行い、脱水ケーキと脱水ろ液を調製する機構を有する汚泥
減量化装置とを有する、有機性廃水及び汚泥の処理装置であり、好ましくは、
　該嫌気性消化反応槽には、少なくとも原水供給管と消化汚泥排出管が接続し、該固液分
離装置は、該汚泥中有機成分粒子と比べて比重と粒径が大きいリン酸マグネシウムアンモ
ニウム粒子を優先的に濃縮分離し、
　該粒子を多く含むスラリー状又は固形状物質に対して、マグネシウムイオン含有溶液、
又はマグネシウムイオン含有溶液と該固液分離装置の後段の汚泥減量化装置から分離した
分離水あるいは脱水ろ液由来のリン酸イオン、マグネシウムイオン、又はアンモニウムイ
オンを接触させる晶析反応装置を含む配管設備、及び該接触後の汚泥中有機成分粒子と比
べて比重と粒径が大きい粒子を固形物として回収する装置を含む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　なお、「リン酸マグネシウムアンモニウム濃縮懸濁液」を「ＭＡＰ濃縮スラリー」と、
「リン酸マグネシウムアンモニウム－マグネシウム溶液接触工程」を「ＭＡＰ処理工程」
と、「リン酸マグネシウムアンモニウム粒子を回収する工程」を「ＭＡＰ回収工程」と、
各々呼称する場合がある。また、本明細書において、「％」は、特に言及されない場合は
、質量基準である。
　本発明を図面に従って説明する。
　図１は、本発明の基本フローを示すものであり、概略的に分類すると嫌気性処理工程１
、リン分離工程２、汚泥減量化工程３の３種類の工程で構成されており、本発明は、この
内の特にリン分離工程２と汚泥減量化工程３に関して従来技術に改良を加えたものである
。図２、３は、図１を具体化したものの一態様である。
　本発明において「嫌気性処理工程を組み入れた有機性廃水又は汚泥処理方法」は、有機
性廃水または汚泥に対して嫌気的な環境を与えた処理工程全般を指し、酸発酵、メタン発
酵、嫌気性消化等を含む処理である。嫌気性処理工程１は、これらの嫌気的環境において
有機物は分解されその分解代謝物としてアンモニウムイオン、リン酸イオン、マグネシウ
ムイオン等のＭＡＰ合成に必要な基質を消化汚泥４中に溶出するとともにＭＡＰを生成す
る工程である。
　又、有機性廃水又は汚泥処理システムの構成装置として、嫌気性消化反応槽を有し、該
嫌気性消化反応槽には少なくとも原水供給管と消化汚泥排出管が接続した装置が挙げられ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　嫌気性処理工程を組み入れた有機性廃水又は汚泥処理方法であり、
　該嫌気性処理工程において汚泥中に発生するリン酸マグネシウムアンモニウムを系外に
取り出すリン酸マグネシウムアンモニウム分離工程と、
　該リン酸マグネシウムアンモニウム分離工程において汚泥中に分散するリン酸マグネシ
ウムアンモニウム粒子の一部を除去した後のリン酸マグネシウムアンモニウム脱離汚泥に
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対する汚泥減量化工程と、を含み、
　該汚泥減量化工程は、濃縮工程と脱水工程で構成され、
　該濃縮工程は該リン酸マグネシウムアンモニウム脱離汚泥に対して凝集処理を施したも
のを濃縮して、濃縮汚泥と分離水を調製する工程であり、
　該脱水工程は該濃縮汚泥に対して無機凝集剤を添加したものを脱水し、脱水ケーキと脱
水ろ液を調製する工程である、
　有機性廃水及び汚泥の処理方法。
【請求項２】
　処理対象汚泥中に存在する２５μｍ未満のリン酸マグネシウムアンモニウム粒子由来の
リン含有量が該汚泥全体のリン含有量の５％以上である汚泥を処理対象とし、該リン酸マ
グネシウムアンモニウム分離工程において分離したリン酸マグネシウムアンモニウム濃縮
懸濁液に対してマグネシウムイオンを含む溶液を混合又は接触させるリン酸マグネシウム
アンモニウム－マグネシウム溶液接触工程、及び該リン酸マグネシウムアンモニウム－マ
グネシウム溶液接触工程後の該リン酸マグネシウムアンモニウム濃縮懸濁液を含む液体か
らリン酸マグネシウムアンモニウム粒子を回収する工程を含む、請求項１に記載の有機性
廃水及び汚泥の処理方法。
【請求項３】
　前記濃縮汚泥は、ＴＳが７０～１５０ｇ／ｌであり、該濃縮汚泥に対して添加する無機
凝集剤を鉄系又はアルミ系とし、その添加率が該ＴＳあたり、ＦｅまたはＡｌ２Ｏ３とし
て１．５～１１．０％とする、請求項１又は２に記載の有機性廃水及び汚泥の処理方法。
【請求項４】
　前記濃縮工程は、高分子凝集剤を使用して、前記濃縮汚泥と前記分離水を調製する工程
であり、該分離水の一部または全部を前記リン酸マグネシウムアンモニウム－マグネシウ
ム溶液接触工程に導入する、請求項１～３のいずれか１項に記載の有機性廃水及び汚泥の
処理方法。
【請求項５】
　前記濃縮工程は、高分子凝集剤を使用して、前記濃縮汚泥と前記分離水を調製する工程
であり、該濃縮汚泥に対して添加する無機凝集剤を鉄系又はアルミ系として、前記脱水工
程を実施して得られた脱水ろ液の一部または全部をリン酸マグネシウムアンモニウム－マ
グネシウム溶液接触工程に導入する、請求項１～４のいずれか１項に記載の有機性廃水及
び汚泥の処理方法。
【請求項６】
　有機性廃水又は汚泥処理システムの構成装置として、嫌気性消化反応槽と、該嫌気性消
化反応槽から排出された汚泥又は該嫌気性消化反応槽内の汚泥中の粒子由来であるリン酸
マグネシウムアンモニウム粒子を濃縮分離する固液分離装置と、該汚泥から該粒子を分離
後の粒子脱離汚泥に対して濃縮処理を行い、濃縮汚泥と分離水を調製する機構を有し、該
濃縮処理後の濃縮汚泥に対して無機凝集剤を添加する機構を有し、かつ無機凝集剤を添加
後の汚泥に対して脱水処理を行い、脱水ケーキと脱水ろ液を調製する機構を有する汚泥減
量化装置とを有する、有機性廃水及び汚泥の処理装置。
【請求項７】
　該嫌気性消化反応槽には、少なくとも原水供給管と消化汚泥排出管が接続し、該固液分
離装置は、該汚泥中有機成分粒子と比べて比重と粒径が大きいリン酸マグネシウムアンモ
ニウム粒子を優先的に濃縮分離し、
　該粒子を多く含むスラリー状又は固形状物質に対して、マグネシウムイオン含有溶液、
又はマグネシウムイオン含有溶液と該固液分離装置の後段の汚泥減量化装置から分離した
分離水あるいは脱水ろ液由来のリン酸イオン、マグネシウムイオン、又はアンモニウムイ
オンを接触させる晶析反応装置を含む配管設備、及び該接触後の汚泥中有機成分粒子と比
べて比重と粒径が大きい粒子を固形物として回収する装置を含む、請求項６に記載の有機
性廃水及び汚泥の処理装置。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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